
学校番号

　　　

学校名

その他

教職員 保護者 教職員 地域住民等 生徒 校内生徒

３人 人 人 人 人 37人

参観者数

校内 校外
合計

40人

参加者への応
対等について
特に配慮した
取組

地域の有線放送やケーブルテレビにて講座の案内と参加の呼びかけを行っ
た。

参観者からの
感想･意見の例

参観者はありませんでした。

成果と課題

　今回の蓼科学は、東京農工大　名誉教授　亀山章先生に｢自然と歴史の地域
学｣をテーマご講義いただいた。どうして｢蓼科学｣を学ぶのか、自然の上に歴
史が生まれることなど、地域学の基本をお話いただいた。地域を知り、地域
を良くしていこうという考えを持つことで、地域に対して愛情が持てる。愛
情を持って、地域を大切にしたい気持ちを持つことが大事だとお話いただい
た。また、笠取峠のマツ並木の歴史、保護を学ぶことを通して、残されるべ
きものが残されている文化財の意味に気づかせていただき、文化財保護の大
切さと大変さを学んだ。

（注）　「地域住民を対象とした授業公開」実施後、その都度直ちに、内容を各校ホームページに掲載するととも
に、それと同様のものを電子メールの添付ファイルで送付してください。様式については、これ以外の項目を付
け加えるなど、各校で工夫していただいて結構です。

公開時限 ５・６時限　　

公開学年
公開教科

２学年
学校設定科目「蓼科学」

公開対象者 どなたでも

公開時間 １３時３０分～　１５時２０分

（別紙様式３）
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平成30年度「地域住民を対象とした授業公開」実施報告書

長野県蓼科高等学校 課程（全・定午前午後夜ⅠⅡⅢ・通）

　本年度実施した「地域住民を対象とした授業公開」について、次のとおり本校ホームページに掲載
したことを報告します。

ホームページ掲載日 平成3１年　　　月　　日（水）

実施年月日(曜) 平成3１年　　2月18日（月）


